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マネジメント計画現状

１ 社会基盤施設マネジメント計画における
下水道施設の維持管理の考え方

主に
「事後保全型」
の維持管理
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主に
「予防保全型」
の維持管理
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改築費（更新）

使用停止または事故発生
使用限界値

各施設の費用イメージ

改築費（更新）

事後保全型維持管理（従来型）

費
用

改築
（更新）

改築
（更新）

使用停止または
事故発生後に
改築を実施

（施設の更新など）

各施設の健全度および改築のイメージ

各
施
設
の
健
全
度

経過年数
0 50年後 100年後

経過年数

50年後 100年後0



経過年数
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生涯コストの
減少・平準化改築費

（長寿命化）

基準値

使用限界値

改築費
（長寿命化）

改築費
（更新）

予防保全型維持管理（マネジメント計画）

改築
（長寿命化）

改築
（長寿命化）

改築
（更新）

計画的な点検等
による事故等の

発生防止

費
用

一定の健全度を
下回った場合、
改築（長寿命化）

を実施

施設の点検等の
費用

30年後 75年後50年後

30年後 75年後50年後

経過年数

経過年数

0

0

各施設の費用イメージ

各
施
設
の
健
全
度

各施設の健全度および改築のイメージ



維持管理に
係る経費

補修更新経費
施設の改築費用
・管きょ：布設替えや管更生
・処理場等：設備の入れ替えなど

維持管理経費
点検・浚渫・修繕等費用
処理場運転費用など

２社会基盤施設マネジメント計画における
維持管理に係る経費
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※対象期間：H29年(2017年)～H68年(R38年, 2056年)の40年間

※公営企業会計上は
「資本的支出」

※公営企業会計上は
「収益的支出」



補修更新経費

維持管理経費

３ 現状維持パターンの経費

・平成25年度の支出実績を計上

・標準耐用年数で施設を更新
・建設後、標準耐用年数経過年に更新費用を計上
※更新費用は整備費用と同額を計上
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３ 現状維持パターンの経費

6

補修更新経費(現状維持)

維持管理経費(現状維持)



補修更新経費

維持管理経費

４ マネジメント計画パターンの経費

・平成25年度の実績費用から、
「持続型下水道幹線再整備事業」と「処理区再編」
により不要となる施設の維持管理経費分を削減

・一定の健全度を下回った施設を更新
※健全度の推移は、国土交通省の予測手法を使用
※概ね標準耐用年数を超えた使用が可能

・「持続型下水道幹線再整備事業」と「処理区再編」
により不要となる施設の補修更新経費分を削減
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４ マネジメント計画パターンの経費

経
費

建設費
補修更新経費

（マネジメント計画）

経過年数

補修更新経費
（現状維持）

標準耐用年数

一定の健全度を下回った施設を更新。

→概ね標準耐用年数を超えた使用が
可能となることで、補修更新費用の
平準化や生涯コストの減少に繋がる。

補修更新経費の削減イメージ
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補修更新経費(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画)

維持管理経費(ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ計画)

補修更新経費(現状維持)

維持管理経費(現状維持)

４ マネジメント計画パターンの経費
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補修更新
経費

維持管理
経費

補修更新
経費

維持管理
経費

※公営企業会計上は
「資本的支出」

※公営企業会計上は
「収益的支出」

年間経費（40年間の平均）の比較


